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ミシガ ン大学 日本 研 究 セ ン ター(CJS)及 び アジ ア図書 館 の ご厚 意 に よ り,ミ シガ ン大学 の 日本 研

究 ・教育 の現状 とこれか らの展 望等 を伺 う機 会 を得 た。新 年度 開始直 前 の慌 ただ しい時期 であ った に も

か か わ らず,調 整段 階か ら快 くて いねい に対 応 して くだ さった関係 各位 に,ま ず は心 よ りお礼 を 申 し上

げたい。

ミシガ ン州 の ア ン ・アーバ ー に所在 す る ミシ ガン大 学 は,ア メ リカ におけ る 日本 研究 の拠 点 のひ とつ

と して,今 日に至 る まで長 くその役 割 を担 っ て きた 。 同大 学 の 中に,1947年(昭 和22)に 設 立 され た

CJSは,ア メ リカ で最 も古 い 日本専 門の研 究 セ ンター であ る。 ミシガ ン大 学及 びCJSと 日本 との関係,

CJS設 立 に 至 る 経 緯 と現 在 ま で の 歴 史 等 に つ い て は,CJSの ホ ー ム ペ ー ジ に詳 述 さ れ て い る

(http://www.umich.edu/-iinet/cjs/index.html日 本語 ペ ー ジ もあ り)。 当 日,あ いに くの雨模様 で はあ っ

たが,ア ジア図書館 司書 のKenjiNiki氏 に,豊 か で美 しい緑 に包 まれ,落 ち着 いた雰 囲気 の漂 うキ ャ ン

パ ス内 を案 内 して いた だいた。 あ ち こちで新 入 生対 象 の キ ャンパ ス ツア ー に出会 った。期 待感 に包 まれ

たその雰 囲気が,氏 の魅力 的 な歴 史語 りと共鳴 す るなか,往 時 の まま今 に続 く校舎 の 窓の 向 こうに,明

治期 に こ こを訪 れた 日本 か らの留学 生 た ちが机 に向か う熱 心 な姿 を想 っ た。1880年 代 の 末,渡 米 中 に

ア ン ・アーバ ー に移 り住 んだ若 き南 方熊楠 が,彼 自身は学生 で は なか っ たが,キ ャンパ ス の内外 で大学

の学 生 た ち と議 論す る印象 的 な姿 は今 で も語 りぐさに なってい る との こ と。 す れ違 う在 学生 た ちの落 ち

着 いた表情 は,学 内の充実 した研 究 ・教育環 境 ゆ えであ る とと もに,大 学 の町 と して の歴史 がお のず か

ら創 り出す空気 感 に よる ところ も大 きい のだ ろ う。

今 回の訪 問 に関 す る全体 調 整 は,CJS事 務 局 のYuriFukazawa氏 の ご尽 力 に よる もので ある。事 前 に

こち らか らお送 りした調査 項 目 を もとに タイ ムテ ーブル を設 定 し,豊 富 な資料 等 を用 意 していた だい た。

調査 項 目は次 の とお りで あ る。

1日 本語 ・日本学関連機関の調査

①設立の 目的,② 沿革,③ 歴代のス タッフ(専 門分野 ・出身大学 ・主要論文),④ 企画 ・行事等,

⑤他機 関との連携 ⑥海外学術交流の実態,⑦ パ ンフレット,⑧ 所蔵図書(日 本語 ・日本学関係),

⑨ 出版物(紀 要 ・論集 ・資料集 ・目録 ・教科書 ・研究所 ・啓蒙書等),⑩ 当該機関関連文献(大 学

史の該当部分や研究所史等),⑪ 情報発信の手段,⑫ その他の特色

115



∬日本語 ・日本学関連教育の調査

①カ リキュラム(現 在 と過去)と 目的,② 学生の傾 向(在 籍人数 ・動機や関心。過去から現在への

推移),③ 日本への留学の実態,④ 卒業後の進路

皿図書館の調査

①所蔵図書の概要,② 収集方針 ・実状等,③ 日本関係特別 コレクション,④ 資料公 開の方針 ・利用

状況,⑤ パンフレッ ト,⑥ その他

以下,当 日の タイム テー ブル に沿 って訪 問 の概 要 を記 す こ とと したい。

9:30～10:45CJS出 版会EditorManagerのBruceWilloughby氏 へ の イ ンタビ ュー。 本 出版 会 オ フ ィ

ス はCJSメ イ ン ・オ フィスか らは ユ0分 ほ ど離 れた ところ に位 置 し,現 在 の実務 ス タ ッフは,こ こに20

年 以上 お勤 めのWilloughby氏 お ひ と り。1950年 に設立 されて以 来,教 科書 ・研 究書 ・啓 蒙書等 を含 め

て幅広 い出版活 動 を続 けてお り,ア メ リカでの 日本 学 関連 図書 の出版界 で は確 固 た る地位 を占め てい る。

学部教 員 の協力 を得 つつ,出 版 局 として独 立 した活動 も展 開 してお り,ア ジ ア学 の研 究 集会 に出 かけ る

な ど して全 国 に よい執 筆 者 を求 め,ま た読 者 層 の 拡 大 を図 って い る 。1988年 以 降 は,①Michigan

MonographsinJapaneseStudies(モ ノ グラ フ ・シ リーズ),②MichiganClassicsinJapaneseStudies

(古典 シ リーズ),③ 翻訳 とい う三本柱 をた て,最 近 で は これ に加 えてElectronicPublicationsに も力 を

入 れつつ あ るそ うだ。多 くの 出版 物 を財 産 と して活 かすべ く,絶 版 本 の オ ンデマ ン ド出版 も用 意 しつつ

あ る。最近 で は 日本 のテ レビ ・ア ニメ ・女性 文化 史 ・禅 の庭 園 ・文化 批 評等 の分野 に力 を注 いでい る と

の ことで あ った。 その活動 は質 ・量共 に驚 くべ きもの で あった。 ここは気持 ち よ く働 け る ところだ,と

語 るWilloughby氏 の こ とばに,日 本 の さま ざまな表情 を全 世界 に発信 す る仕事 へ の情 熱 とす ぐれ た実

務 能力が伺 われた。

11:00～12:00ア ジ ア 図 書館 に移 動 。KenjiNiki司 書 との会 談 。 東 ア ジ ア 図書 館 は,Hatcher

GraduateLibraryの4階 にあ り,中 国 ・韓 国 ・日本 の書 籍 ・マ イ クロ フ ィルム等 を収 集 してい る。書e

の み に限 ってみ れば,2006年6月 末段 階 で蔵書 数 は70万 冊 を越 え,そ の うちChineseCollectionが 約

40万 冊,JapaneseCollectionは 約29万 冊,KoreanCollectionは2万 冊 。 この他 に,3地 域 合計 で 約

4.5万 リー ルのマ イ ク ロフ ィル ム と約3.2万 のマ イ クロ フ ィ ッシュ を蔵 す る。 その圧 倒 的 な蔵 書量 に驚

かず にはい られ まい。学生 ・院生 は もとよ り,ア メ リカ国 内外 か ら研 究 者が訪 れ てい るそ うだ。時流 に

流 されぬ長期 的な展望 の もとで資料 収集 を続 け る姿 勢 こそが,研 究 ・教育 の一 大拠 点 をおのず か ら生 み

出 してい くこ とをあ らた めて実感 した。 そ の他,Niki氏 か らは,世 界 的 な図書館 員 の ネ ッ トワー クづ く

りとその活動 等 につ いて,興 味深 い話 を伺 うこ とがで きた。本 共 同研 究 の一環 と して村井助 教授 が この

直前 に訪 れた イギ リスで の調査 とも関わ る事柄 が話 題 にの ぼ り,学 生 や研 究者 間 だけで はな く図書 館 員

レベ ルで の国際交 流 の必 要性 と可 能性 を強 く感 じた。

12:00～14:00昼 食 。Niki司 書 には,図 書 館 内 の一室 で話 を伺 った後,キ ャ ンパ ス 内 を案 内 して い

た だい た上,人 気 の レス トラ ンで楽 しい昼 食 の ひ と ときを提 供 して い ただい た。 その席 に,13:00か ら

お会 いす る予 定 だ ったHitomiTonomura先 生 がお み え にな り,そ の場 で昼食 をご一 緒 しなが らお話 を

伺 う こ と とな っ た。 歴 史 学 部 に所 属 され,専 門分 野 は 日本 史 ・女 性 史 。 先 のCJS所 長 在任 時 に は,

GJS50周 年 記念 誌"JapanintheWorldtheWorldinJapan1947-」999"の 編 集代表 を務 め られ,現 在

で はCJS出 版会 とCJS修 士 課程 の デ ィ レク ター を兼任 され て もい る方で あ る。近 年 の学 生 の興味 の傾

向や授 業 の様子 な どについ て伺 った。最 近 では 日本 史 を主専攻 に しよう とす る学生 の数 は必 ず しも多 く

は ないが,学 生 た ちの 日本 へ の関心 は続 い てい る。 その 出発 点 は,近 年 の 「サ ム ライ」 「武士 道」 ブー

ム を含 め て,ア ニ メや漫 画 ・映画 などで あ る こ とも多 い ので,歴 史学 とい う見 地か らの 日本 理解 や資料
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読解 の力 を養 うこ とに関 して,少 し前 まで とは違 う努力 も必 要 にな って きた との ことであ った。講座 内

容 と しては,毎 年,史 料 解 読講座(集 中講義)の た めの専 門家 をa師 と して 日本 か ら招聴 してい る とい

うお話 もあ った。

ユ4:00～15:00Tonomura先 生 の案 内でCJSメ イ ン ・オ フ ィス に移動。 引 き続 き,CJS修 士 課程 の実

務 担 当職 員で あ るAzumiAnnTakata氏 とお会 い した。 同課程 には州外 か らの進 学が 多 く,7年 度 か ら

ウェブ上 で の願 書提 出 を開始 した とい う。 この修士 課程 は1950年 代 には存在 してお り,現 在 の カ リキ

ュ ラ ムは96年 に改定 した もの だ とい う。 ここ十年 間,こ の プロ グ ラムへ の志願 者 は20名 前 後 で推 移

してお り,こ の秋 に も7名 の新 入生(Graduates)が 進学 予定 だ そ うだ。 学生 の志 向 と しては,日 本 語

能 力習得 をめ ざ し,経 済 ・ビジ ネス面 での 関心 を持 つ者 が多 く,卒 業後 の進路 と して は,博 士課 程 に進

む者(例 年1～2名),日 本 関係 の仕 事 につ く者(デ トロ イ ト周 辺 の 自動車 企 業等),日 本 に出 る者 と

大 別 で きる とい う。印象 的 だ ったの は,学 問 ・研 究 の領域 で は各 教員 付 きの ア ドバ イザ ーが対応 し,そ

の他 の事 務 や生活 の領域 で は相 談所 が設 け られ てい る とい うことであ った。学 生 たちの精神 的 な支 え と

しての役 割 は大 きい だろ う と思 われた。

15:00～16:00続 い て,日 本 語教 育 プ ログ ラム の責任 者 で あ るMayumiOka先 生 の お話 を伺 っ た。

学 部学 生 を対象 に した 日本語教 育 の授 業 は,9人 の講 師 と2人 のTAで 運 営 してい る との こ と。1ク ラ

ス は16名 以 下 で構i成 され,工 年生13ク ラス,2年 生6ク ラス,3年 生4ク ラス,4年 生1ク ラス と,

ビジネス ク ラス が1ク ラス,イ ンテ ンシブ ク ラス(2年 分 を1年 で履 修 す る コース)が1ク ラス提 供 さ

れて いる。2年4セ メス ター を基本 と し,希 望者 が そ れ以 降 の履 修 をす るこ とにな る。留学 は必修 で は

ない が強 く勧 め る よう に して お り,主 な行 き先 は4つ あ るが,と くに九 州大 学 の留 学 生 プ ロ グラム が

す ぐれて いる との こ とであ る。東京 ・京都 な どとは異 な り,地 理的 な条件 か ら自然 と視 線 が アジ アに向

か う こ とに加 えて,大 学 内 に学生 寮 が ある こ とは,送 り出す側 か らす る とや は り大 きな魅 力 だそ うだ。

この他,英 語 話者 に対 す る 日本 語教 育 の教材 作 成 に も力 を注 いで お り,2009年 に は新 教材 を出版 予定

との こ とで あ った。そ こで は同分野 にお け る新機 軸 が打 ち出 され る ことだろ う。

16:00～!7:00次 に,CJSのoutreach責 任 者 で あるJaneReneeOzanich氏 と会 談。 お仕事 は,レ ク

チ ャー シ リーズ(秋 ・冬 。学 生 ・一般 向 けの公 開講座)と フ ィルム シ リーズ(夏 ・秋 。31年 前 か ら続

く日本 映 画上 映 会)と い う二本 柱 の活 動 の他,今 年 で6年 目 を迎 えた ジ ャパ ンボ ウル とい うイベ ン ト

の企 画 ・運営,ア ン ・アーバ ーで年 一 回開か れ るブ ック フェス テ ィバ ル(1万 人規模)へ の参 加,パ ー

トタイム と呼 んで い る小 学校 ～高校 の教員 向 けの ワー クシ ョップや 日本 語教 育 に関す る 「ジ ャパ ンキ ッ

ト」 の貸 し出 し,特 別 イベ ン トの企 画 ・運 営 とい った,実 に幅広 い活動 に従 事 してお り,ニ ュ ーズ レ タ

ー 「伝 書 」 の編 集 ・刊行(年2回 。 その うち1号 は 日本 語 版 も作 成)や ホー ムペ ー ジの管 理 ・運 営 も

お仕 事 の うちだ とい う。CJSの こ う した対 外 活動 の うちで も特 記 すべ きは,地 元 の小 ～高等学 校 と大学

生,CJS教 員,地 元 の 人 々が 合 同で行 うジ ャパ ンボ ウルで あろ う。 クイズ大 会や 日本語 ス ピーチ コンテ

ス ト等 が行 われ,あ わせ て約500人 の参加 者 があ る とい う。 また,2006年 は250人 の参加 が あ った と

い う餅つ き大会 の ほか,紙 芝居,書 き初 め とい った特 別 イベ ン トは,ア ン ・アーバ ー滞在 中の 日本 人家

族 を含 め た,地 元 で生活 してい る人 々 の交 流 の場 となってい る こ とが意義 深い 。また,学 生 に対 して は,

月 に一 度,ラ ンチテ ー ブル と名付 けて,軽 食 をCJSが 用 意 して,学 年 ・ク ラス を越 えて 日本語 の み で

会話 す る場 を提 供 してお り,こ れ も好 評 を博 して いるそ うだ。全 体 と して,研 究 のみ に埋 没 す るので は

な く,長 期 的 な視 野 に立 って,学 内外 の つ なが りを非常 に重 視 してい る とい う印象が 強 い。 「場 」 を提

供す るこ う した活動 は,現 在 のCJSを 大 き く特 徴づ けてい る とい え る。

17:00～17:30最 後 にCJS所 長 で,ミ シガ ン大学 ロース クー ル(日 本 生命 寄 附講座)教 授 で い らっ

しゃるMarkD.West先 生 とお会 い で きた。調整 がつ かず,今 回はお会 い で きない もの と伺 って いたが,

私 ど もの た め に無 理 に時 間 を作 っ て下 さ ったの で あっ た。30分 ほ どの短 い時 間で は あっ たが,CJZの
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今 とこれか らの活動 についてや,こ の地で日本紹介の活動 をすることの意義 についてなどなど,率 直な

お考 えを伺 うことがで きた。豊富 な日本滞在経験 をお持 ちであるがゆえのことで もあろ うが,「 ふつう

の 日本」 を紹介することの難 しさを口にされたのが強 く印象 に残 った。 たとえば餅つ き。 日本 らしさを

象徴す るイベ ン トとしてCJSで も企画 されている。 しか し,今 の 日本で どれだけの人が,お 正月に餅

つ きをしているだろうか。紙芝居然 り,書 き初めもまた然 り。 こうした問いかけの奥には,確 実にわれ

われの共同研究のテーマである 「表象 としての 〈日本 〉」 という問題が横たわっている。

わずか1日 ではあったが,多 くの成果 を得た訪問であった。大学 内の一機関であ りなが ら,学 問 ・

研究面で国内外 と交流 し,教 育面で も着実 に日本語応用力のある卒業生 を輩出 し,い っぽうでは地域社

会 との密着 をも実現 しているCJSの 活動 は,こ れか らの大学付属研 究所のひ とつのモデル として大い

に参考になるものだと思われた。今後 とも,こ うした機関 との関係 を継続 していけることを願 ってやま

ない。
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